
日　時 2025/8/25　19：00～
場　所 堀田公民館
出席者 33名

市長、政策統括監、総務部長、企画政策部長、市民部長、産業振興部長、建設部長、
教育次長、防災・危機管理監、消防管理監、地域振興課、地域担当職員

進　行 19:00～19:03　市長あいさつ
19:03～19:04　出席者紹介
19:04～19:38　市政の概要について（市長説明）
19:38～20:03　意見交換
20:03～20:05　閉会あいさつ　市長、地区代表
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■交通空白地について
免許を返納した人は、徒歩かタクシーを利用して買い物
をしている。バスはなく、以前に交通空白地の話が出たと
きは、地域での乗合バスの提案を受けたが、この地区だ
けのことではないので、市としての方向性を聞きたい。

■企画政策部長
NPOバスは３つのNPO法人で６路線を運行している。碁
石線ではデマンド運行を行っており、速川線と久目線は、
今年、デマンド運行の実証実験を行う予定。今後事務の
共同化を進め、新たな路線も運行しやすくなるので、今後
の方策については相談させてほしい。
■市長
国も交通空白地解消の方針であり、市としてもスピー
ディーに取り組みたい。

令和７年度ひみ未来づくりミーティング議事録（神代地区）

質問の内容 回答

■災害時の安否確認等について
仕事柄、各地の防災訓練に参加する。その際に安否確
認に結ネットを活用しているところがあった。民生委員が
１軒ずつ確認に回るのではなく、一斉に安否確認できる
結ネットを導入してはどうか。

■防災・危機管理監
DXを活用して災害時の対応を円滑にしていくことができ
るよう考えていきたい。
■市長
防災時のDXを進めるには、住民の方のデジタル活用が
前提になるので、行政と住民の双方向でDXの活用を考
えていきたい。

■地域づくり協議会について
地域づくり協議会を作る先に未来が見えるのか、向き
合っている課題がどこまで解決できているのかが伝わっ
てこない。絶対に作らないといけないと思える未来像を示
してほしい。

■企画政策部長
各地域で特色があり課題が異なる中で、それを市で一律
的に対応するのではなく、地域で考えて取り組み、それを
市で支援していくことで、地域本位の自治が可能となると
考えている。そのため、地域づくり協議会の設立を促進し
ており、計画を策定された協議会に対して100万円を補助
しており、防災用具の整備や防犯カメラの設置などに活
用されているなど、課題解決に向けて積極的に支援して
おり、今後も協議会で活用できる補助などを増やすよう努
めていきたい。
神代地区においても設立に向けて取り組まれるようお願
いしたい。

■木の伐採ごみについて
木の伐採で出たごみの焼却炉への持ち込みの時間が午
後１時から３時までと短いため、もう少し柔軟に対応して
もらえないか。
また、高齢者宅の木の伐採をボランティアが行ったときな
どの対応の仕組みも作ってほしい。

■市民部長
対応を検討したい。

■獅子舞について
若者が減り、今後、今の規模での継続は難しいと感じる。
コロナウイルスを機に獅子舞を舞う軒数も全戸から半分
となり、維持費は変わらず、収入が減少する悪循環となっ
ている。獅子舞には地域に人を戻す力があるが、存続が
できないと、過疎が進むと思う。地域の祭りを続けやすい
仕組みや補助があるとよいと思う。

■産業振興部長
獅子舞保存会で、近隣の地区で獅子舞を回したり、人手
を出せるかなど獅子舞存続のためのアンケート調査を行
う予定ので、ご協力お願いしたい。
■市長
獅子舞が無くなるのは大きな損失となる。どうしたら継続
していけるか考えていきたい。
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■大浦の運動公園の工事について
運動公園の整備は最終的にどのようになるのか。また、
利用者の車がいろいろなところからの出入りするので、危
険である。

■建設部長
現時点で決まっているのは、テニスコートの整備で今年
度実施している。利用者の車の出入りについては、現状
を確認し、安全に利用できるよう考えたい。

■子育てについて
子育てについて氷見市は充実しているが、氷見市で暮ら
すまでそのことを知らなかった。若い人は市が行っている
事業について知らないと思うので、もっと上手に情報発信
を行えば定住につながるのではないかと思う。

■市長
子育て施策については、若者を中心に伝わるよう、しっか
り発信していきたい。


